
次世代省エネ建材⽀援事業
設計施工マニュアル

＜エコ熱プラス仕様詳細＞　潜熱量・蓄熱量は『JSTM O 6101』での測定値
・製品の蓄熱量（全⾯パネル）
　15℃〜35℃ 606kJ/㎡(昇温過程）　607kJ/㎡(降温過程）
　20℃〜35℃ 549kJ/㎡(昇温過程）　547kJ/㎡(降温過程）

・製品の潜熱量（全⾯パネル）
　15℃〜35℃ 364kJ/㎡(昇温過程）　358kJ/㎡(降温過程）
　20℃〜35℃ 365kJ/㎡(昇温過程）　358kJ/㎡(降温過程）

・製品の厚さ
　12㎜
　本製品は重ね合わせて施工することはできません

＜⽀援事業に申請するための設計要件＞
⽀援事業に申請するためには以下の点に留意して設計してください。
　『開⼝部からの侵⼊⽇射熱利⽤』の場合
　　　対象室は真南±30°の方位に⾯していること。 100㎡の部屋に施工すると考えて
　　　対象室に集熱開⼝部の⾯積が10％以上であること。 100×192（kJ）=19200（kJ）必要
　　　対象室の床⾯積の35％以上にエコ熱プラスフローリングを施工すること。 19200÷606=31.7≒35%
　　　(⽇射の当たる箇所に施工することが望ましい）

　『温⽔式床暖房放熱器利⽤』の場合
　　　放熱器に接続する暖房設備が太陽熱集熱器を利⽤した温⽔式床暖房であること。 100㎡の部屋に施工すると考えて
　　　対象室の床⾯積の40％以上に放熱器とエコ熱プラスフローリングを施工すること。 100×192（kJ）=19200（kJ）必要
　　　エコ熱プラスフローリングを放熱器の上に施工すること。 19200÷547=36.0≒40%

　『屋根空気集熱式ソーラーシステム利⽤』の場合
　　　対象室が屋根空気集熱式ソーラーシステム(全館空調)であること。　 延床⾯積を100㎡と考えて
　　　延床⾯積の15％以上のエコ熱プラスフローリングを施工すること。 100×80（kJ）=8000（kJ）必要

8000÷606=13.2≒15%

＜施工上の注意＞
・施工部位
　本製品は合板下地または床暖房放熱器の上に施工してください。
　※根太に直接施工することはできません。

・施工上の注意点
　本製品の内部には蓄熱材が⼊っています。
　蓄熱フロアをカットすると内部の蓄熱材が飛び散りますので、絶対にカットしないでください。
　施工時の切り間違えなどで、蓄熱フロアを廃棄する際は、産業廃棄物として適切に処理してください。
　また、蓄熱材が飛散した場合は、ウエス等できれいに拭き取ってください。
　蓄熱材が⼊っている箇所に釘打ちを⾏うと蓄熱機能が失われますので、指定箇所以外に釘を打たないでください。
　専⽤接着剤とフロア⽤スクリューネイル(30〜40㎜)またはフロア⽤ステープル(30〜40㎜)の併⽤で施工してください。

・施工納まり図
　床下地合板に蓄熱フローリングを施工

　放熱器(温⽔マット)を施工した上に蓄熱フローリングを施工
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＜プラン例＞エコ熱プラスプラン例

エコ熱プラスフローリング
全⾯パネル（9枚） HHC-Z※/3 3ｹｰｽ

HHC-Z※/1
右半⾯パネル（2枚） HHC-R※/3

HHC-R※/1 2ｹｰｽ
左半⾯パネル（4枚） HHC-L※/3

HHC-L※/1 2ｹｰｽ
周辺パネル（15枚） RGNR－※ 3ｹｰｽ

合計
※フローリングは切り回してお使いください

床⾯積 ㎡
①必要蓄熱量 KJ 開⼝部からの侵⼊⽇射熱利⽤の場合

蓄熱床⾯積 ㎡

蓄熱量(15〜35℃） KJ

¥90,000

16.53

6.06
3672.36

3173.76

¥12,000

¥30,000

¥30,000
¥27,000

¥40,000
¥90,000

¥360,000

¥60,000

¥60,000
¥81,000

¥561,000

10畳プラン

貼り出し位置
掃き出し窓

右左

右左

4545㎜

3636㎜



エコ熱プラスフローリング施工説明書
次世代蓄熱
フローリングシステム

3.エコ熱プラス温水マット以外の
マットを 使用しないでください。
十分な性能が得られない恐れが
あります。

3.施工時の切り間違えなどで、蓄熱フロアを廃棄する際は、産業廃棄物として適切に処理
してください。また、蓄熱材が飛散した場合は、ウエス等できれいに拭取ってください。

３．蓄熱フロアをカットすると内部の蓄熱材が飛び
散りますので、絶対にカットしないでください。
（カットしてしまった場合は、ウエス等で拭取ってください。)

3.高温下の環境に長時間おかれた場合、
蓄熱材が浸み出す恐れがあります。



エコ熱プラス温水マットを使用する場合

エコ熱プラス温水マットを使用する場合
１．エコ熱プラス温水マットは、小根太と床材が直行するように
割付けてください。

２．釘打ち箇所は、エコ熱プラス温水マット施工説明書で

確認ください。

３．マットとボーダー部分との段差は１㎜以下にしてくだい。

周辺パネル

蓄熱パネル
蓄熱フロア裏面の蓄熱材が組み込まれていない箇所に
専用接着剤ES-HHBを短辺方向に303㎜ピッチで
塗布してください。

エコ熱プラス温水マットを使用する場合



エコ熱プラス温水マットを使用する場合

・床材同士は軽く接する程度にたたき込んでください。入りにくい
場合は当て木等で軽く接する程度までたたき込んでください。
・床材の切断部分を、直接強くたたくと床材表面が膨れる恐れが
ありますので、当て木をしてください。

・短辺部オスザネにもフロア用スクリューネイル、ステイプ
ルを２本垂直に打ってください。

短辺のオスザネ下部分にも専用接着剤ＥＳ－ＨＨＢまた
はＥＳ－ＨＨＡを床材の幅だけ筋状に塗布してください。
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